
29・2・157
ご
利
用
く
だ
さ
い 

男
女
平
等
に
関
す
る 

「
苦
情
」・「
相
談
」
窓
口

　

市
が
実
施
し
て
い
る
施
策
で
男

女
差
別
が
見
ら
れ
る
場
合
の
苦
情

や
、
市
民
生
活
を
営
む
う
え
で
差

別
的
な
扱
い
を
受
け
た
場
合
の
人

権
侵
害
に
よ
る
相
談
に
つ
い
て
申

し
出
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
必
要
が

あ
る
場
合
は
、
市
は
当
該
機
関
等

の
調
査
を
し
た
り
、
説
明
を
求

め
、
助
言
・
指
導
、
是
正
の
要
請

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
苦
情
を
公
平
に
適
切
か

つ
迅
速
に
処
理
す
る
た
め
、
専
門

知
識
の
あ
る
男
女
平
等
苦
情
処
理

委
員
が
苦
情
処
理
を
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

受
付
時
間　

土
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

申
出
方
法　

苦
情
・
相
談
申
出
書

（
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

室
、
公
民
館
各
館
、
図
書
館
本
館

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
企

画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室
へ
。

そ
の
他　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

制
度
に
該
当
す
る
か
不
明
な
場
合

は
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を 

防
止
し
ま
し
ょ
う

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、
未
婚
の
交

際
相
手
な
ど
へ
の
暴
力
の
こ
と

で
、
被
害
を
受
け
た
人
の
心
や
身

体
を
大
き
く
傷
つ
け
て
し
ま
う
人

権
侵
害
で
す
。

　

親
密
な
関
係
の
中
で
起
こ
る
た

め
、
顕
在
化
し
に
く
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

市
で
は
、
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１

階
入
口
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ス
タ
ン
ド

等
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

人
権
尊
重
の
た
め
、
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

女
性
総
合
相
談
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

金
曜
日
の
午
後
に
、
女
性
総
合

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
（
実

施
し
て
い
な
い
週
も
あ
り
ま
す
。

市
報
毎
月　

日
号
に
翌
月
の
開
催

１５

日
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

専
門
の
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
、
あ
な
た
の
お
話
を
じ
っ
く
り

お
聞
き
し
ま
す
。
他
の
専
門
機
関

の
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時　

金
曜
日
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時　

分
（
事
前
予
約
制
）

３０

相
談
場
所　

市
民
相
談
室
（
市
役

所
第
二
庁
舎
１
階
）

相
談
方
法　

面
談
ま
た
は
電
話

申
込
方
法　

電
話
で
、
企
画
政
策

課
男
女
共
同
参
画
室
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
・
市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
５
３ 
　

儿　

儿
１

３８７

０４２

３８７

２
２
４
）

FAX

みみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななな

み
ん
な
ののののののののののののののののの

ひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろ
ひ
ろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばば

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て

苦情処理窓口（企画政策課男女共同参画室）
来庁・電話・ファクス・郵送等による苦情の申出・相談

市　　長
申出書

④
通知

②
依頼

①
報告

Ⓐ
調査

Ⓑ
助言
指導
是正勧告

③
調査、報告・意見
（助言・指導
　是正要望等）

▷　性別によっ
て、差別や不利
益を受けた場合
などの人権侵害
による相談
　（例：セクハラ
があるのに、会
社が対策を講じ
ようとしないな
ど）

▷　市が実施する男
女平等や、男女共
同参画にかかわる
施策への苦情

　（例：○○審議会
委員の男女の割合
が偏っている、公
文書に差別表現が
あるなど）

▷　日常生活のい
ろいろな悩み相
談（自分自身の
生き方・配偶者
等からの暴力・
離婚・仕事・子
ども・近所づき
あいなど）

資料提出
説明苦情処理委員

男女平等推進審議会

市所管課
当該苦情関係機関等

女性総合
相談等
関係機関

※　ⒶⒷは必要に応じて対応します。

連
携

連 

携

市民（市内在住・在勤・在学)

申出者

男女平等に関する苦情処理のしくみ

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
一
括

し
て
前
納
す
る
と
割
引
と
な

り
、
納
め
忘
れ
も
な
く
、
お
得

で
す
。
前
納
は
、
２
年
前
納

（
口
座
振
替
の
み
）
、
１
年
前

納
、
６
か
月
前
納
の
３
種
類
で

す
。

　

ま
た
毎
月
の
納
付
で
も
、
口

座
振
替
の
場
合
お
得
な
早
割
が

選
べ
ま
す
。
割
引
額
は
左
表
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

左
表
の
割
引
額
等
は
、
平

成　

年
度
の
も
の
で
す
。
平

２８
成　

年
度
割
引
額
等
は
、
２

２９
月
末
ま
で
に
確
定
予
定
で

す
。
な
お
、
４
月
か
ら
、
納

付
書
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
２
年
前
納
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

新
た
に
口
座
振
替
を
希
望
す

る
方
は
、
２
月　

日
（
火
）
ま

２８

で
に
立
川
年
金
事
務
所
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
を

し
て
い
る
方
は
、
再
度
の
お
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。
（
２
年

前
納
へ
の
変
更
な
ど
振
替
方
法

の
変
更
は
、
手
続
き
が
必
要
で

す
）

問
合
先　

立
川
年
金
事
務
所

（
☎　

儿　

儿
０
３
５
２
）
、

０４２

５２３

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０１１

　

）
、
市
保
険
年
金
課
国
民
年

０５０金
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

４
）

前
納
制
度

前
納
制
度
がが
お

で
す

お 

で
す

得得

割引額納付額納付方法

１５,８９０円３７７,３１０円口座振替２年分前納
（４月〜翌々３月分）

３,４６０円１９１,６６０円納付書払い１年分前納
（４月〜翌３月分） ４,０９０円１９１,０３０円口座振替

７９０円
（年間１,５８０円）

９６,７７０円
（年間１９３,５４０円）納付書払い６か月分前納

（４月〜９月分、１０月
〜翌３月分） １,１１０円

（年間２,２２０円）
９６,４５０円

（年間１９２,９００円）口座振替

―１６,２６０円
（年間１９５,１２０円）

納付書払い

毎月納付 翌月末振替
口座振替 ５０円

（年間６００円）
１６,２１０円

（年間１９４,５２０円）
当月末振替
による早割

※　納付期限の最終日が土曜・日曜・祝日の場合は、翌営業日となります。
※　付加保険料を納付している方は、金額が異なります。

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　

納
期
限
経
過
後
は
、
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期
間

の
日
数
に
応
じ
て
延
滞
金
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

　

督
促
や
催
告
な
ど
、
再
三
の
お

願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
が
な

い
場
合
、
財
産
（
給
与
、
預
貯
金
、

不
動
産
な
ど
）
を
調
査
し
、
差
し

押
さ
え
に
よ
る
滞
納
処
分
が
課
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 　

各
種
税
金
、
保
険
料
の
口
座
振

替
は
、
納
期
限
に
合
わ
せ
て
、
指

定
し
た
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
自

動
的
に
引
き
落
と
し
が
で
き
る
た

め
、
便
利
で
確
実
で
す
。

　

申
込
方
法
等
詳
し
く
は
、
各
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
の
な
い 

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

各
種
税
金
・
保
険
料
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
納
め
忘

れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
至
急
、
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 　

市
税
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
各

種
事
業
な
ど
の
大
切
な
財
源
で

す
。

　

２
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
第
４
期
の
納
期
で
す
。
ま

た
、
市
・
都
民
税
第
４
期
、
軽
自

動
車
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７

 　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
税
と
国

の
負
担
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
年
々
増
え
続
け
る
医

療
費
に
対
応
で
き
ず
、
都
の
補
助

金
や
一
般
会
計
（
市
税
）
か
ら
の

援
助
を
受
け
て
運
営
し
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。
制
度
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
日
常

的
な
健
康
管
理
と
保
険
税
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
で
す
。

市　

税

国
民
健
康
保
険
税

　

一
度
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

方
に
は
、
分
納
な
ど
の
方
法
も
あ

り
ま
す
。
納
付
書
の
再
発
行
、
年

金
天
引
き（
特
別
徴
収
）か
ら
口
座

振
替
へ
の
変
更
手
続
等
、
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

▽
賦
課
に
つ
い
て
＝
保

険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
３
２
）
▽
納
付
に

０４２

３８７

つ
い
て
＝
納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７

 　
　

歳
以
上
の
方
ま
た
は　

歳
以

７５

６５

上
で
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
障
害
認
定
を
受
け
て
い

る
方
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
る
か
、
市
か
ら
送
付
す

る
納
付
書
で
納
付
ま
た
は
口
座
振

替
（
い
ず
れ
も
普
通
徴
収
）
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

納
付
書
の
再
発
行
、
年
金
天
引

き
か
ら
口
座
振
替
へ
の
変
更
手
続

等
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
高
齢
者
医

療
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
４
）

０４２

３８７

 　
　

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

６５
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

収
）
さ
れ
る
か
、
市
か
ら
送
付
す

る
納
付
書
で
納
付
（
普
通
徴
収
）

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
付
書
を

紛
失
し
た
場
合
は
、
再
発
行
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
２
年
を
経
過
し
た

時
点
で
時
効
消
滅
し
、
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
い
ざ
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

に
保
険
給
付
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
２
１
）

０４２

３８７

 　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

む　

歳
か
ら　

歳
未
満
の
す
べ
て

２０

６０

の
人
（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加

入
者
を
除
く
）
が
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
、
支
え
合
う
制
度
で

す
。

　

年
金
の
受
給
資
格
を
得
る
と
、

生
涯
に
わ
た
り
、
老
齢
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
で
、
万
が

一
の
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が
残

っ
た
場
合
に
障
害
基
礎
年
金
を
、

死
亡
時
に
遺
族
基
礎
年
金
等
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
書
・

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

等
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　

市
保
険
年
金
課
国
民
年

金
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

４
）
、
立
川
年
金
事
務
所
（
☎　
０４２

儿　

儿
０
３
５
２
）

５２３
国
民
年
金
保
険
料

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
を 

滞
納
す
る
と
…
…

国民年金

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料
・
国
民
年
金
保
険
料


